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国際ロータリー：AIの使用に関するよくある質

問 
 

本文書は、クラブ会員が、ロータリーにおいて人工知能（AI）ツールを責任をもって使用する方法を理

解できるようサポートすることを目的としています。AI の使用に関するよくある質問への回答と、ロー

タリーの方針に基づいた指針を提供しています。 

より詳しい情報は、AI のガイドライン（会員向け）を参照し、ロータリーのコンテンツ、サービス、プ

ラットフォームの利用を規定する国際ロータリーの利用規約をご確認ください。 

 

1. AI とは何ですか。また、ロータリーの活動とどのように関係していま

すか。 

AI（人工知能）とは、コンテンツを生成したり、質問に答えたり、予測を行ったりできるコンピュータ

ーシステムです。ロータリーは、クラブプロジェクトの支援、コミュニケーションの強化、ロータリー

のインパクト拡大のために、会員が責任を持って AI を活用することを推奨しています。ロータリーは、

公平さ、環境の持続可能性、人を中心に据えた決定を促進することで、ロータリーの使命と価値観に沿

った倫理的かつ責任ある方法で AI を活用しています。 

2. ロータリーの活動で AI を活用できますか。 

はい。適切な状況下において、次のような用途で使用できます。 

• 一般参加のイベントに関するソーシャルメディア投稿やニュースレターの作成 

• プロジェクトアイデアの提案 

• 話の要点やプレゼンテーション資料の準備 

• 機密情報を含まないコンテンツの翻訳 

• 公開されているデータの分析 

日本語（JA） 

https://my.rotary.org/ja/document/ai-guidelines-for-members-rotary-international
https://my.rotary.org/ja/terms-of-use
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ロータリーのコンテンツにおける AI の利用はすべて、ロータリー章典、利用規約、ブランド基準に準拠

する必要があります。これらの例は一例であり、すべてを網羅するものではありません。倫理・公平

さ・社会的責任を実践し、特に環境の持続可能性に配慮しているプロバイダーの AI ツールを選びましょ

う。 

3. Rotary.org のような公開されているサイトの情報は、AI で使用しても

大丈夫ですか。 

 

必ずしもそうとは限りません。Rotary.org やその他のウェブサイトで公開されている情報であって

も、それは AI ツールを含むあらゆる用途での自由な使用を意味するわけではありません。公開され

ているコンテンツは、著作権法、商標法、プライバシー法によって保護されている可能性があり、利

用規約が定められている場合があります。  

• 情報源の確認：AI ツールでオンラインコンテンツを使用する前に、当該ウェブサイトの方針や著

作権・利用に関する規約を確認してください。 

• プライバシーと使用許可の尊重：個人情報や写真、その他の機密情報は、オンライン上で閲覧可

能であっても、適切な同意なしに使用しないでください。 

• ロータリーのガイドラインの遵守：ロータリーのコンテンツを利用する際は、ロータリー章典、

利用規約、ブランド基準に準拠していることを確認してください。 

ロータリーのコンテンツの個々の使用法について許可されているかどうかが不明である場合は、事前に

ロータリーお問い合わせセンター（rotarysupportcenter@rotary.org）にご連絡ください。 

4. AI ツールに絶対に入力すべきでない情報は何ですか。 

個人情報やロータリーの機密情報を AI ツールに入力しないでください。大半の AI ツールでは、システ

ム改善のために入力データが保存または利用され、情報の機密性と安全性が保たれない可能性がありま

す。機密データを共有すると、意図せずに個人・財務・組織情報が漏洩する恐れがあります。AI ツール

に入力すべきでない情報には以下が含まれます。 

• 個人情報（氏名、写真、連絡先など） 

• 寄付者情報 

mailto:rotarysupportcenter@rotary.org
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• クラブの運営記録（例：地区またはクラブのデータベースからの記録） 

• 予算、会費、財務の記録 

• 補助金申請書または内部報告書 

• 契約書、合意書、内部コミュニケーション 

不明な場合は情報をアップロードしないでください。AI ツールでは、入力した情報がすべて公開されう

ることにご留意ください。 

5. AI ツールに人物の写真をアップロードできますか。 

当該人物の同意がなければできません。以下はプライバシーを守る方法の一例です。 

• 会員、ボランティア、受益者、参加者、協力者／協力団体、そのほかの個人を特定できる写真や

動画は、本人からの許可がない限り、AI システムにアップロードしない。 

• 明確な同意なしに、AI を使用して人の肖像を模倣または利用した画像（ディープフェイク、合成

画像、生成画像を含む）を作成、改変しない。これには、ポール・ハリスやそのほかのリーダー

などのロータリー関連人物の肖像も含まれる。 

• 未成年者がかかわる状況や慎重な対応が求められる状況については、必ず保護者または必要な関

係者からの書面による承認を得る。 

• ブランドリソースセンターからダウンロードした画像をアップロードしない。 

6. ソーシャルメディアでは、生成 AI をどのように活用すべきですか。 

新たなコンテンツを作成する生成 AI は、ソーシャルメディア投稿のアイデアを検討し、メッセージや文

言を洗練させるのに有用なツールとなり得ます。ただし、AI 生成コンテンツはシェアする前に必ず情報

が正確であることを確認してください。適切なライセンスがない限り、AI 生成画像の投稿は避けましょ

う。また、偏った内容や不正確な内容による風評被害リスクにも留意しましょう。 

7. AI が作成したコンテンツの正確性はどのように見極めればよいでしょ

うか。 

AI が生成する情報には偏りがあったり、内容が不十分であったり、誤情報が含まれている場合がありま

す。 
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• 生成された文書をシェアする前には、必ず事実確認を行うこと。 

• 情報源の信頼性を確認すること。 

• 最終的な判断は自分自身で行うこと。AI は知識を補うためのツールであり、私たちの判断に取っ

て代わるものではありません。 

8. AI を使用した場合は、そのことを伝えるべきですか。 

はい。透明性を保つことは信頼につながります。 

• AI の助けを大きく受けてコンテンツを作成した場合は、例として、「本稿は AI の支援を受けて

作成し、人による確認が行われました」といった一文を添えることが考えられます。 

• また、AI によって生成、あるいは大幅に加工された画像についても、はっきりと表示することが

重要です。 

9. AI でロータリーのロゴやブランド素材を使用することに関する規定は

ありますか。 

はい。以下に要点をまとめます。 

• AI でロータリーのロゴを生成しないでください。常にロータリーのブランドリソースセンターに

ある公式のブランド要素を使用し、ロータリーのブランドガイドラインをに遵守してください。  

• ロータリーの公式ロゴやブランド素材を公開 AI ツールにアップロードしないでください。 

ロータリーのガイドラインに従う限り、AI を使用してクラブや地区の資料（イベントのチラシ、ソーシ

ャルメディア投稿など）を作成することは可能です。クラブまたは地区のロゴを AI ツールに追加するこ

とはできますが、ロータリーのロゴを変更すべきではありません。 

10.  AI を利用した議事録作成や会議の文字起こしについて注意すべきこと

は何ですか。 

会議中に AI ツールで録音、議事録作成、文字起こしを行う場合は、事前に了承を得てください。反対す

る人がいる場合は、その意向を尊重してください。機密性の高い情報や非公開情報を含む会議では、AI

ツールによる録音、議事録作成、文字起こしを使用しないでください。  

https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/templates
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11. クラブや地区向けにチャットボットを作成する場合、名称に「ロー

タリー」を使用できますか。 

クラブ、地区、その他のロータリー組織は、チャットボットやバーチャルアシスタントなどの AI ツール

に、国際ロータリーが承認または認定したように誤解される名称を付けることはできません。 

• 「ロータリーのコンサルタント」（Rotary Consultant）、「ロータリアン・アシスタント」

（Rotarian Assistant）、「RI ロボット」（RI Bot）のような名称は使用しないでください。 

• 「ロータリー」や「ロータリアン」という名称、ロータリーのロゴ、その他のロータリー商標ま

たはサービスマークは、スポンサーとなるクラブまたは地区を明確に識別する表示が必要であ

り、そのツールが国際ロータリーによって運営または承認されていることを示唆してはなりませ

ん。 

• 使用するツールが国際ロータリーまたはロータリー財団を代表しているかのように示唆する名称

を使用することはできません。 

名称はすべて、商標とブランディングに関するロータリーの方針に従う必要があります。 

12.  AI の利用に伴う最大のリスクは何ですか。 

• 機密情報の意図しない漏洩 

• 不正確または偏った情報の拡散 

• 誤解を招く、または事実とは異なるコンテンツによるロータリーへの風評被害 

• 著作権や商標権の侵害 

• 透明性・公平性・持続可能性を欠いた AI システムを使用することによる社会面・環境面へのダ

メージ 

13.  倫理的かつ持続可能な方法で AI を利用できるよう、ロータリーでは

どのように取り組んでいますか。 

ロータリーは、以下の点を踏まえつつ、倫理的で公正、かつ環境に配慮した方法で AI を使用することを

重視しています。 

• AI は人をサポートするものであり、人の判断に取って代わるものではない。 
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• 公平な社会を推進し、新たな不平等を生み出さない。 

• 環境への影響を低減し、透明性のある AI の運用を優先する。 

• ロータリー会員は、あらゆる活動において公平かつ持続可能な AI 利用を支持するよう奨励され

ている。 

14.  お問い合わせ 

AI の個々の使用方法について適切かどうかがわからない場合は、ロータリーお問い合わせセンター（E

メール：rotarysupportcenter@rotary.org）にご連絡ください。 

mailto:rotarysupportcenter@rotary.org

